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皆さんにおすすめの本や
映画などを紹介します。

My 
   Favorites.

フィラデルフィア小児病院麻酔集中治療科上級医であり、
また蘇生学の世界で高名なDr. Nadkarniや、その他シミュ
レーションに積極的に携る医師らによる論文が収められて
いる。シミュレーション教育を麻酔という切り口から見た、
大変興味深い一冊。

詳しくはこちらにアクセス↓
http://www.anesthesiology.theclinics.
com/

Book.

編集：W.B.Saunders Company

「New Vistas in Patient Safely and
�  Simulation（英文）」

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ー
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ン
グ
に
つ

い
て
考
え
る
会
と
し
て
は
先
駆
者
的
な
存
在
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
教
育
研
究
会
（
シ
ナ
リ
オ
研
究
会
）の
第
６
回

目
の
会
合
が
今
年
１
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
。こ

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
２
ヶ
月
に
１
回
の
開
催
（
予

定
）で
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
セ
ン
タ
ー
（K

S-lab

）が
中

核
と
な
り
企
画
・
運
営
さ
れ
て
お
り
、医
療
の
質

向
上
・
安
全
管
理
・
技
術
習
得
の
た
め
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
シ
ナ
リ
オ
）教
育
の
方
法
を
研
究

し
、医
療
・
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
①
シ
ナ
リ
オ
作
成
、②
研
究
発
表
、③
調

査
研
究
、④
他
の
団
体
と
の
連
携
及
び
協
力
、⑤
そ

の
他
目
的
に
関
わ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
る
。

　

研
究
会
に
は
多
数
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

携
わ
る
関
係
者
が
集
い
、活
発
な
情
報
交
換
が
行

な
わ
れ
た
。主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
左
記
の
と

お
り
。
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６
年
４
月
１
日
に
開
所
さ
れ
た
国
家

公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ラ
ボ
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長　

中
西
成
元
先

生
）で
は
、新
人
研
修
医
の
た
め
の
基
本
手
技
研

修
を
皮
切
り
に
救
急
救
命
処
置
（BLS

、ICLS

）、

人
工
呼
吸
器
管
理
、ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
対
応
や
安
全
管
理
者
研
修
、AD

R

、KY
T

等
医

療
の
質
・
安
全
確
保
の
た
め
に
様
々
な
研
修
を

企
画
し
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、バ
ー
チ
ャ
ル
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

を
使
用
し
た
コ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。多
く

の
受
講
者
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
す
る

こ
と
で
現
場
で
そ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

Event.

東
京
・
1
月
25
日

P i c k  U p  P r o d u c t . 製品情報

　シミュレーションに関わるあらゆる情報やトレーニング・プログラムについての情報が掲
載されています。最新の情報やイベント情報の掲載、情報交換、シナリオのダウンロードや
最新のレールダルのシミュレータ製品についても掲載されています。また、ディスカッション
･フォーラムではユーザーによるシミュレーションに関わる様々なディスカションが行なわれて
います。ディスカッション・フォーラムに質問を掲載することで世界中のユーザーからのフィー
ドバックを得ることが可能です。是非一度 SUN ウェブサイトにアクセスしてみて下さい。

SUN（シミュレーション・ユーザー・ネットワーク）ウェブサイト
【http://simulation.laerdal.com （英文)】

　お客様のより効果的なシミュレーション型教育プログラムを作り上げるお手伝いをする
ため、2008 年レールダルでは新たにユーザー向けに以下の内容のサービスを始めます。
詳細は今後レールダル メディカル ジャパンの HP（http://www.laerdal.co.jp/）にて順次
ご紹介してまいります。

レールダル メディカル ジャパンが提供する新サービスについて

① �SimMan®Simbaby® ユーザー向け
　トレーニング・プログラム（有償）
　※ 2008 年 5 月リリース予定
　● Course100
　　�新規ユーザーや新たにシミュレーションをご担

当される方々向けの内容です。シミュレータの
接続から基本的なシナリオのプログラミングま
でを網羅した 2 日間コースです。

　● Course150
　　�シナリオ・プログラミングの方法をご紹介する内

容で構成されている 1 日コースです。SimMan ®、
SimBaby ®の基本操作を理解している方が対象とな
ります。

② �SUN ミーティング（シミュレーション・ユーザー・
　ネットワーク・ミーティング）
　※ 2008 年 5 月 31 日開催予定
　�近年シミュレーション教育に対する関心は急上昇

しつつあるようです。レールダルではシミュレー
ションに関わるあらゆる医療従事者を対象とした、
シミュレータ・ユーザーのための情報交換の場を
設けることで今後のシミュレーション教育の『輪』
が拡がることで、シミュレーション教育普及に貢
献できればと考えています。ユーザーが主役にな
る会を開催したいと、現在企画を進めています。

　●第一回 SUN ミーティング　
　●開催予定日：2008 年 5 月 31 日㈯
　●�開催場所：レールダル メディカル ジャパン株式会

社　東京本社　LMJ モデル＆セミナールーム

　●開催時間：午前 10 時～午後 6 時
　●�プログラム内容：ユーザーからのシミュレーショ

ン情報（設での成功例・失敗例、シナリオ紹介）や、
レールダルからのメンバー向け特典や最新情報
など。

③ �SimMan®Simbaby® 保守点検プログラム（有償）
　※ 2008 年 4 月リリース予定
　�レールダル SimBaby ®、SimMan ®をご愛顧いただいて

いるユーザー向けの点検プログラムです。詳細は今
後レールダル メディカル ジャパンの HP（http://
www.laerdal.co.jp/）にて順次ご紹介してまいります。

　● SimMan ®ユーザー向け：
　・�SimMan ®基本点検 カタログ番号 211-00050PMB
　・�SimMan ®安心点検 カタログ番号 211-00050PMC
　・�SimMan ®まるごと安心点検
　　カタログ番号 211-00050EXW
　● SimBaby ®ユーザー向け：
　・�SimBaby ®基本点検 カタログ番号 245-05050PMB 
　・�SimBaby ®まるごと安心点検 
　　カタログ番号 245-05050EXW 
④ �SimMan®Simbaby® In-Service プログラム
　※ 2008 年 2 月 1 日スタート
　�2 月 1 日より新たに製品を導入いただいた施設を

対象に、基本製品説明からシナリオ・プログラミ
ング方法の概要までを網羅したシミュレーション・
ファシリテータによる In-Service プログラム 2 日
間の提供を始めました。納品日から 3 ケ月以内 無
償にてご提供させていただきます。

第
６
回
目
の
日
本
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育

研
究
会（
シ
ナ
リ
オ
研
究
会
）開
催

Real LIFE 編集者からの重要なお知らせ
Real LIFE は次号からオンライン配信へと移行してまいります。お手数ですが同封されております用紙にご記入いただきファック
スにてご返信いただくか、reallife@laerdal.co.jp まで①お名前②施設名③メールアドレスを記載してお送りください。

シミュレーションモデルを検証・評価し、看護教育における
シミュレーションに関する一連の知識の改良に貢献した
多方面にわたる3年間のプロジェクトについての情報を共
有したいという願いのもと、様々なプログラムに携わる革
新的且つ創造的看護教育者のグループによる初の看護教
育者向けの本書が作成されました。

詳しくはこちらにアクセス↓
http://www.nln.org/publications/
Simulation/index.htm　

Book.

編集：�National League for 
Nursing 

価格：会員以外 $59.95　　

「Simulation in Nursing Education 
�– From Conceptualisation to Evaluation」

① �1月 14 ～ 16 日の間に米国・サンディエゴにて開催された国
際シミュレーション年次総会 (IMSH=International Meeting 
of Simulation in Healthcare) に参加した関係者からの
報告。

　● ��KS-lab の『透析患者急変シナリオについて (Development 
of High-fidelity Hemodiolysis Simulator (SimMan 
used)』ポスター発表について。

　● ��Dr. Ronald M Harden　MD による基調講演（International 
Virtual Medical school in Scotland） は大変興味深い
内容であるため、SSH 会員であれば総会の HP　http://
www.ssih.org/public/ から WEB ビデオが見ることがで
きる。

②��日本医療教授システム学会 　JSISH  ( Japan Society for 
Instructional System in Healthcare)、 医療蘇生 2008
フォーラムについての報告。

③今後の展開についての紹介
　● KS-lab：透析患者急変シナリオを発展させる
　　�輸血、薬剤投与によるアナフィラキシーショックの対処法

を組み込む
　●在宅患者向け人工呼吸プログラムの作成
　　3 月 8 日にテルモにて在宅医療セミナー開催。
　　�KS-lab スタッフ川畑先生（虎の門分院総合診療内科呼吸

器部長）より下記の講演がある。
　　�「在宅呼吸管理におけるリスクマネージメント」
　　�～ 21 世紀におけるシミュレーション教育の可能性について～
④�次回開催予定：3 月 21日　場所：虎の門病院本院
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Laerdalの今をお伝えします。

Real  TIMES.
救急医療のリアル・ニュース。

V o i c e . シミュレーションに携わる先生方の生の声をお届けします

　昨年の10月の上旬、フィラデルフィア小児病院
（Children's Hospital of Philadelphia,CHOP）の シ
ニア小児ICUフェロー・シュミレーションフェローで
ある西崎彰先生により企画開催されたCHOPシュミ
レーション・ファシリテータプログラムに参加しました。
CHOPはペンシルバニア大学附属の小児病院であり、
全米でもっとも優れた小児病院として評価されていま
す。CHOPでは2005年よりシミュレーション教育組
織が発足し、小児ICU領域においてシミュレーション
トレーニングが積極的に取り入れられ、現在では全米
において小児のシミュレーショントレーニングを牽引
する施設となっています。
　参加して先ず驚いたことは、シミュレーション室
はICU内に附属され、資機材や薬剤を始め、トレー

ニングの場が臨床の現場と全く同じであり、唯一異
なる点は、我々が診療するのは患者さんでは無く、シ
ミュレータである事だけです。シミュレーションの
参加者も、チーム医療のコンセプトが確立されてい
る医療状況より、看護師、呼吸療法士、レジデント、
シニアレジデント、フェローと多彩で、トレーニング
に対する理解や関心が深いことを実感しました。私
も受講者役、ファシリテーター役を行いましたが、臨
床の現場と同じように、緊張し興奮したことを今で
も忘れることはできません。今回レールダル社の高
性能シミュレータSimBaby®を使用し、装備されてい
るウエブカメラを一台のみならず複数台使用し、個
人のみならずチーム全体のパフォーマンスを評価す
ることにより、ディブリーフィングの際に具体的な
フィードバックが行われ、非常に参考となりました。
全てにわたって、日本では考えられないぐらい贅沢
な環境でシミュレーショントレーニングが行われて
いる事実には驚きを隠すことはできませんでした。
　今回、日本の現状とかけ離れた環境を経験したわ
けですが、その背景にあることを考えて見ますと、ま
ず、医師・看護師等を含めてのコメディカルに至るま

で教育システムが確立されていること、そして「安全
な医療」に重点が置かれていることがあげられます。
手術室、集中治療室、救急外来等で重篤な患者を
診療する場面では、個人のエラーやチーム医療が円
滑に行うことができなければ、患者さんの生命予後
に直結します。シミュレーショントレーニングにて
個人のスキル維持や向上、チーム医療のコンセプト
を共有することにより「質の高い医療」を提供する
ことよって初めて、安全な医療を行うことができるか
らです。
　小児領域では重篤な患者に遭遇する場面は成人
領域と比較すると限られています。恥ずかしいお話
ですが、私自身も診療の現場での混乱を経験した１
人です。安全で質の高い医療を提供するにはシミュ
レーショントレーニングは不可欠で、特に小児領域
では非常に強力な教育方法であることを疑いませ
ん。本邦は依然欧米に遅れをとっているのは紛れ
もない事実ですが、我々の医療事情にマッチしたシ
ミュレーショントレーニングシステムが構築され普
及し、学術的にも発展していくことを強く希望します。

安全で質の高い医療を提供するために不可欠

大阪医科大学救急医学教室
小児科学兼任　

新田 雅彦先生

　2008年1月13日〜 16日まで、San Diegoにて行
われた第8回IMSHに参加した。私の参加意欲を高
めたことの1つはSimClubでシミュレータ医療教育
について刺激を受けたこと、2つ目は、看護学分野に
おけるシミュレータ医療教育について情報を得るこ
と、3つ目は運よく、Work in Progressに演題が採択
されたことである。
　平成21年度に看護師等の教育カリキュラムが改
正される。それに先立ち「看護基礎教育の充実に関
する検討会報告書」（平成19年4月、厚生労働省）
では、教育方法の留意点として「フィジカルアセスメ
ント技能の向上のためにさまざまな症状や徴候を再
現するシミュレータ等の有効な活用……」と示され、
卒業時の到達度(案)においても、『学内演習でできる
もの』として「モデル人形」の活用を示していた。しか
し、この1月8日に通知された指導要領では、「臨床場
面を擬似的に体験できるような用具や環境を整備す

る事が望ましいこと」にとどまっていた。
　私がSimMan®に心引かれた理由は、看護学生が
患者の様々な身体状況やその変化に遭遇する機会
が得にくくなっている状況で、術前・術後の患者の状
態や終末期の患者の状態をSimMan®で再現したい
という想いがあったからである。しかし、それを看護
教育でどのようにシナリオを作成しプログラムしたら
よいのか考えがまとまらないまま、San Diegoに向
かった。
　IMSH は期待を裏切らなかった。Post Graduate 
Course Descriptions（大 会 参 加費とは別 枠）の
Nursing Skill Development through Simulation
では、シミュレーション医療教育の歴史、やそれに対
する英国、米国の比較、看護師教育の考え方、その
実例の紹介、と大変わかりやすい説明で、最初のカ
ルチャーショックであった。
　14日には、いくつかのシミュレーションセンター
がビデオで紹介された。医学教育を中心としたもの、
看護教育を中心としたものとその目的に合わせて紹
介され非常に興味深く、またうらやましくもあった。
　翌、15日のエキスパートパネルNursing Forum
では、Ⅰ(Quality Debriefings)、Ⅱ(Enhancing the 
Simulator)、Ⅲ(Getting Operational)とカナダ、アメ
リカ、オーストラリアにおける実践例が紹介され、日

本の看護教育ではまだ取り入れられていない内容
ばかりで2度目のカルチャーショックであった。特に、

「患者の命を守るために」シミュレーション医療教
育は必要である、と繰り返され、タスクトレーニング
とシミュレーションを混同しない事も繰り返し述べ
られていた。さらに、自分のための技術習得ではなく

「患者の命を守るため」であること、それがナースの
ミッションであることが強調されていたことが印象
的であった。そのためには、実施後のディブリーフィ
ング（パフォーマンスの振り返り）が大事であること
を痛感した。
　16日、日本の看護教育では、まだ本格的なシミュ
レーション教育は構築されていない。日本の看護教
育へどのように導入したらよいのか、まずは、共同研
究者の輪を広げて、など、あれこれと思いめぐらせな
がら、帰国の途に着いた。

自分のためではなく、「患者の命を守るため」の教育

首都大学
東京健康福祉学部 看護学科

織井 優貴子先生

September
March〜展示会・イベントスケジュール

●国内情報
2008.5.31.（予定）
レールダル メディカル ジャパン株式会社　東京本社
第一回SUNミーティング

（シミュレーション・ユーザー・ネットワーク・ミーティング）
（シミュレータ・ユーザー対象：定員30名)

http://www.laerdal.co.jp

2008.8.29 ～ 30. 都市センターホテル（東京・千代田区）　
日本小児麻酔科学会
SimBaby®ハンズオン・ワークショップセミナー
http://www2.convention.co.jp/jspa2008/
国立成育医療センター共同研究プログラムの遠隔操作トレー
ニングのデモ及び新製品（新生児シミュレータ）のデモ・展示
を予定しています。

●海外情報
2008.6.19 ～ 21. 英国・ハットフィールド
SESAM(Society in Europe for Simulation Applied 

to Medicine)
http://www.health.herts.ac.uk/hicesc/sesam/index.html
Hertfordshire Intensive Care & Emergency Simulation 
Centre at the University of Hert fordshire, Hatfield , 
United Kingdom

2008.9.8 ～ 11. 豪州クリーンズランド州・ブリスベン
SimTecT 2008 Health Simulation Conference
http://www.siaa.asn.au/simtect/2008health/2008.htm 
Royal Brisbane & Women's Hospital Education Centre / 
Queensland Health Skills Development Centre


